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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第29期

第２四半期

連結累計期間

第30期

第２四半期

連結累計期間

第29期

第２四半期

連結会計期間

第30期

第２四半期

連結会計期間

第29期

会計期間
自　平成21年３月１日

至　平成21年８月31日

自　平成22年３月１日

至　平成22年８月31日

自　平成21年６月１日

至　平成21年８月31日

自　平成22年６月１日

至　平成22年８月31日

自　平成21年３月１日

至　平成22年２月28日

売上高 （千円） 20,232,22221,333,88010,385,99611,580,83039,229,020

経常利益 （千円） 423,794577,827197,213408,008789,782

四半期（当期）純利益 （千円） 245,104324,223112,694232,560390,703

純資産額 （千円） － － 5,806,1886,181,2585,951,253

総資産額 （千円） － － 17,491,98818,702,36017,081,642

１株当たり純資産額 （円） － － 203,483.14216,627.81208,567.08

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 8,589.9111,362.693,949.468,150.2813,692.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 33.2 33.1 34.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,604,0081,751,457 － － 1,612,121

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △130,027△549,057 － － △403,948

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △758,264△601,409 － － △1,003,449

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） － － 1,541,5401,631,5381,030,547

従業員数 （名） － － 408 429 400

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年８月31日現在

従業員数(名)
429

〔1,023〕

(注)　従業員数は就業人員であり、〔　〕書は外書で臨時社員（契約社員・準社員・パート・アルバイト）（１日８時間

換算）の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年８月31日現在

従業員数(名)
161

〔255〕

(注)　従業員数は就業人員であり、〔　〕書は外書で臨時社員（契約社員・準社員・パート・アルバイト）（１日８時間

換算）の当第２四半期会計期間の平均雇用人員を記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

当社グループは医薬品、化粧品、日用雑貨品、食品等の小売業という単一事業を営んでいるため、事業の

種類別セグメントの記載に代えて、部門別に事業の状況を記載しております。また、記載金額には、消費税

等は含まれておりません。

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における部門別仕入実績を示すと、次のとおりであります。

　

部門別
当第２四半期連結会計期間

前年同四半期比(％)
金額(千円) 構成比(％)

ヘルスケア 2,454,439 27.1 ＋13.6

ビューティケア 1,756,899 19.4 ＋27.5

ホームケア 1,062,253 11.8 ＋22.2

コンビニエンスケア 3,774,808 41.7 ＋19.9

合計 9,048,401 100.0 ＋19.8

　

(2) 販売実績

①部門別販売実績

当第２四半期連結会計期間における部門別販売実績を示すと、次のとおりであります。

　

部門別
当第２四半期連結会計期間

前年同四半期比(％)
金額(千円) 構成比(％)

ヘルスケア 3,360,347 29.0 ＋6.7

ビューティケア 2,354,714 20.3 ＋10.1

ホームケア 1,350,170 11.7 ＋13.3

コンビニエンスケア 4,515,598 39.0 ＋15.6

合計 11,580,830 100.0 ＋11.5

(注)　当社グループは、不特定多数の一般顧客を対象に店頭販売を行なっているため、当第２四半期連結会計期間におけ

る販売実績の総販売実績に対する割合が、100分の10以上に該当する主要な販売先はありません。
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②地域別販売実績

当第２四半期連結会計期間における地域別販売実績を示すと、次のとおりであります。

　

地域別
当第２四半期連結会計期間

前年同四半期比(％)
金額(千円) 構成比(％)

青森県 1,477,461 12.8 ＋13.0

秋田県 1,305,147 11.3 ＋12.5

岩手県 6,314,781 54.5 ＋10.0

宮城県 2,434,122 21.0 ＋14.1

山形県 49,317 0.4 ＋10.1

合計 11,580,830 100.0 ＋11.5

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、本格的

な景気回復には至っておらず、為替相場の動向等先行き不透明感が残るなかで推移しております。

当社グループの営業基盤であります東北地方においては、依然として厳しい状況にあり、雇用環境や個

人消費についても低調に推移しております。

このような状況のなか、当社グループといたしましては、ドラッグストアを岩手県に２店舗、宮城県に

２店舗を新規出店するとともに、５店舗の既存店改装を実施いたしました。この結果、当第２四半期連結

会計期間末の店舗数はドラッグストア127店舗（うち調剤併設型５店舗）、バラエティストア１店舗の計

128店舗となりました。

当第２四半期連結会計期間においては、昨年流行した新型インフルエンザ関連需要の反動減の影響が

ありましたが、販促施策の効果に加え、猛暑による夏物商材の好調により売上高は前年同四半期に対して

増収になりました。また、販売費及び一般管理費につきましても、コスト削減に取り組み、概ね計画通りに

推移しております。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は115億8千万円(前年同四半期比11.5％増)、営

業利益3億8千1百万円(前年同四半期比113.7％増)、経常利益4億8百万円(前年同四半期比106.9％増)、四

半期純利益2億3千2百万円(前年同四半期比106.4％増)となりました。

また、部門別の業績は次のとおりであります。
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①ヘルスケア部門

医薬品は、ドリンク剤、皮膚病薬、健康食品が好調に推移し、衛生用品では紙おむつを中心とした介護関

連商品が好調に推移いたしました。調剤につきましては後発医薬品への移行等で低調に推移しておりま

す。その結果、売上高は前年同四半期比6.7％増加し33億6千万円となりました。

②ビューティケア部門

化粧品は、一般基礎化粧品、男性化粧品が好調に推移し、トイレタリーでは、ヘアケア、ヘアカラー、エチ

ケット商品が好調に推移いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比10.1％増加し23億5千4百万円

となりました。

③ホームケア部門

日用品では、洗剤、台所用品が好調に推移しました。衣料品においては軽衣料、寝装インテリア、服飾商

品が好調に推移いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比13.3％増加し13億5千万円となりまし

た。

④コンビニエンスケア部門

食品では、飲料、洋日配品、冷凍食品、アイスクリームが好調に推移しました。酒類は、ビール、発泡酒、焼

酎、ウイスキー等が好調に推移し、バラエティ部門においては、電池、殺虫剤等が好調に推移いたしました。

その結果、売上高は前年同四半期比15.6％増加し45億1千5百万円となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による

資金の増加が13億3千2百万円、投資活動による資金の減少が3億6千8百万円、財務活動による資金の減少

が4億6千1百万円となり、前四半期連結会計期間末に比べ5億3百万円増加し、当第２四半期連結会計期間

末には16億3千1百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローとそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、13億3千2百万円(前年同四半期比113.1％増)となりました。これは、税

金等調整前四半期純利益が4億2百万円となったこと、仕入債務の増加が10億2千8百万円となったこと等

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、3億6千8百万円(前年同四半期比548.7％増)となりました。これは、主

に新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出が2億9千7百万円あったことや敷金及び保証金の差入

による支出が5千6百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、4億6千1百万円(前年同四半期比2.4％増)となりました。これは長期借

入金の返済による支出が4億5千2百万円あったこと等によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重

要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました設備の新設、除却

等の計画の完了の他に主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の完了

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について完了したものは次のとおりであります。

平成22年８月31日現在

会社名
事業所所在地
店舗数

設備の内容
投資額
(千円)

完了年月
完成後の売場面積

(㎡)

提出会社

岩手県

１店舗
販売設備 93,219平成22年６月 958.5

宮城県

１店舗
販売設備 133,805平成22年６月 937.4

㈲薬王堂販売

岩手県

１店舗
販売設備 146,744平成22年８月 832.1

宮城県

１店舗
販売設備 130,324平成22年８月 960.5

合計 504,093 ─ 3,688.5

（注）１　投資額には、敷金及び保証金を含めております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　上記連結子会社の販売設備は、すべて当社が取得し、同社に対して賃貸しているものであります。

②重要な設備計画の変更

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。

③新たに確定した重要な設備計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 102,000

計 102,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,012 30,012
大阪証券取引所
 (JASDAQ市場)

単元株制度を採用し
ておりません。

計 30,012 30,012 ─ ─

(注) 大阪証券取引所(JASDAQ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに開

設された同取引所JASDAQに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所JASDAQ(スタンダー

ド)であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月１日～

平成22年８月31日
─ 30,012 ─ 799,300─ 840,728
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(6) 【大株主の状況】

平成22年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

西郷　辰弘 岩手県紫波郡矢巾町 11,760 39.18

西郷　喜代子 岩手県紫波郡矢巾町 5,040 16.79

薬王堂従業員持株会
岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第３地割
242番地１

1,686 5.62

株式会社ドリームインキュベータ 東京都目黒区上目黒２丁目１番１号 963 3.21

田部　和昭 埼玉県坂戸市 566 1.89

第一生命保険株式会社 東京都中央区晴海１丁目８番１２号 360 1.20

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 360 1.20

株式会社岩手銀行 岩手県盛岡市中央通１丁目２番３号 300 1.00

株式会社ジャフコ 東京都千代田区丸の内１丁目８番２号 300 1.00

株式会社東北銀行 岩手県盛岡市内丸３番１号 240 0.80

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川２丁目２７番２号 240 0.80

計 ― 21,815 72.69

(注)１　ガートモア・アセットマネジメント株式会社から、平成20年11月18日付で提出された大量保有報告書（変更報告

書）により、平成20年11月14日現在で次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期

会計期間末現在における当該法人名義の実質株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」では考慮し

ておりません。

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

ガートモア・アセットマネジメ

ント株式会社

東京都千代田区有楽町

一丁目５番１号
811 2.70

２　三井住友アセットマネジメント株式会社から、平成19年10月19日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）

により平成19年10月15日現在で次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期会計期

間末現在における当該法人名義の実質株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」では考慮しており

ません。

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

三井住友アセットマ

ネジメント株式会社

東京都港区愛宕二丁目５番１

号愛宕グリーンヒルズMORIタ

ワー28階

892 2.97

３　上記のほか、当社所有の自己株式1,478株（4.92％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 1,478

完全議決権株式（その他） 　普通株式 28,534 28,534 －

発行済株式総数 　 30,012 － －

総株主の議決権 　 － 28,534 －

　

②　【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 岩手県紫波郡矢巾町大字
広宮沢第３地割242番地１

1,478 － 1,478 4.92
株式会社薬王堂

計 － 1,478 － 1,478 4.92

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 78,300 83,900 83,000 80,900 72,000 69,000

最低(円) 74,800 75,400 77,300 72,000 65,400 65,600

(注) 最高・最低株価は、平成22年３月31日以前はジャスダック証券取引所におけるものであり、平成22年４月１日以降

は、大阪証券取引所(JASDAQ市場)におけるものであります。

なお、大阪証券取引所(JASDAQ市場)は、同取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに開設された同取引所

JASDAQに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所JASDAQ(スタンダード)に上場となっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりで

あります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 内部監査室長 取締役 財務部長 本堂　敦久 平成22年７月１日

取締役 人事総務部長 取締役 総務部長 古川　　孝 平成22年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年６月

１日から平成21年８月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８

月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,636,038 1,032,047

売掛金 116,090 97,226

商品 6,401,442 5,832,178

貯蔵品 6,819 6,695

その他 702,672 569,129

貸倒引当金 △150 △150

流動資産合計 8,862,912 7,537,127

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,149,177 5,033,781

土地 720,680 725,894

その他（純額） 235,611 142,619

有形固定資産合計 ※1
 6,105,469

※1
 5,902,294

無形固定資産 76,465 69,611

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,787,554 2,737,288

その他 869,958 871,157

貸倒引当金 － △35,837

投資その他の資産合計 3,657,512 3,572,608

固定資産合計 9,839,447 9,544,514

資産合計 18,702,360 17,081,642
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,097,141 4,344,179

短期借入金 － 600,000

1年内返済予定の長期借入金 1,744,918 1,610,320

未払法人税等 288,000 258,000

賞与引当金 323,549 241,977

ポイント引当金 20,630 14,595

その他 838,224 806,620

流動負債合計 9,312,463 7,875,692

固定負債

長期借入金 2,824,052 2,848,780

退職給付引当金 70,946 65,789

その他 313,640 340,127

固定負債合計 3,208,639 3,254,696

負債合計 12,521,102 11,130,389

純資産の部

株主資本

資本金 799,300 799,300

資本剰余金 840,728 840,728

利益剰余金 4,620,307 4,390,246

自己株式 △78,687 △78,687

株主資本合計 6,181,648 5,951,587

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △390 △334

評価・換算差額等合計 △390 △334

純資産合計 6,181,258 5,951,253

負債純資産合計 18,702,360 17,081,642
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 20,232,222 21,333,880

売上原価 15,488,243 16,269,995

売上総利益 4,743,979 5,063,884

販売費及び一般管理費 ※1
 4,353,163

※1
 4,539,199

営業利益 390,815 524,684

営業外収益

受取利息 15,553 16,115

受取配当金 74 74

受取事務手数料 27,816 29,977

固定資産受贈益 10,994 13,314

受取手数料 13,715 13,496

その他 5,972 16,370

営業外収益合計 74,125 89,349

営業外費用

支払利息 40,085 34,873

その他 1,061 1,333

営業外費用合計 41,146 36,207

経常利益 423,794 577,827

特別損失

固定資産売却損 － 4,002

賃貸借契約解約損 － 10,000

その他 － 1,340

特別損失合計 － 15,343

税金等調整前四半期純利益 423,794 562,484

法人税、住民税及び事業税 234,581 292,045

法人税等調整額 △55,891 △53,784

法人税等合計 178,689 238,261

四半期純利益 245,104 324,223
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 10,385,996 11,580,830

売上原価 7,992,231 8,884,788

売上総利益 2,393,764 2,696,042

販売費及び一般管理費 ※1
 2,215,332

※1
 2,314,774

営業利益 178,431 381,267

営業外収益

受取利息 7,786 8,223

受取配当金 74 74

受取事務手数料 13,947 15,347

固定資産受贈益 6,804 8,539

受取手数料 6,946 6,827

その他 3,379 5,539

営業外収益合計 38,938 44,551

営業外費用

支払利息 19,726 16,968

その他 429 841

営業外費用合計 20,155 17,809

経常利益 197,213 408,008

特別損失

固定資産売却損 － 4,002

その他 － 1,340

特別損失合計 － 5,343

税金等調整前四半期純利益 197,213 402,665

法人税、住民税及び事業税 64,461 157,034

法人税等調整額 20,057 13,070

法人税等合計 84,519 170,105

四半期純利益 112,694 232,560
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 423,794 562,484

減価償却費 272,245 274,323

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △35,837

賞与引当金の増減額（△は減少） 76,840 81,571

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,229 6,035

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,287 5,156

受取利息及び受取配当金 △15,627 △16,189

支払利息 40,085 34,873

固定資産受贈益 △10,994 △13,314

有形固定資産売却損益（△は益） － 4,002

賃貸借契約解約損 － 10,000

売上債権の増減額（△は増加） △23,670 △18,864

たな卸資産の増減額（△は増加） 394,681 △569,386

未収入金の増減額（△は増加） 18,137 △81,839

仕入債務の増減額（△は減少） 528,971 1,752,961

未払金の増減額（△は減少） △37,045 46,365

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,246 △110,897

その他 82,577 112,538

小計 1,749,264 2,043,982

利息及び配当金の受取額 381 230

利息の支払額 △40,370 △34,450

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △105,266 △258,304

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,604,008 1,751,457

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △41,551 △378,132

敷金及び保証金の差入による支出 △73,811 △149,742

その他 △11,663 △18,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,027 △549,057

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800,000 △600,000

長期借入れによる収入 1,000,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △857,540 △890,130

リース債務の返済による支出 － △10,310

配当金の支払額 △94,004 △94,248

その他 △6,720 △6,720

財務活動によるキャッシュ・フロー △758,264 △601,409

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 715,717 600,991

現金及び現金同等物の期首残高 825,823 1,030,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,541,540

※1
 1,631,538
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年８月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣

府令第50号）の適用に伴い、前第２四半期連結会計期間末において、「たな卸資産」として掲記されていたものは、

当第２四半期連結会計期間末において、「商品」「貯蔵品」に区分掲記しております。なお、前第２四半期連結会計

期間末の「たな卸資産」に含まれる「商品」「貯蔵品」はそれぞれ5,734,808千円、6,837千円であります。
 

　

　

【簡便な会計処理】

　

　

　

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

１　たな卸資産の評価方法 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略

し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判定に関して、前連結会計年度末以降に経営環境

等に著しい変化がなく、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。
　 　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年８月31日)

前連結会計年度末

(平成22年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,371,349千円

であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,113,595千円

であります。
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料 1,439,239千円

賃借料 1,089,622千円

賞与引当金繰入額 305,494千円

水道光熱費 296,031千円

減価償却費 272,245千円

ポイント引当金繰入額 18,215千円

退職給付費用 19,039千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料 1,528,980千円

賃借料 1,088,206千円

賞与引当金繰入額 323,549千円

水道光熱費 318,676千円

減価償却費 274,323千円

ポイント引当金繰入額 20,630千円

退職給付費用 21,413千円

 
　 　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料 734,858千円

賃借料 546,063千円

賞与引当金繰入額 160,299千円

水道光熱費 155,870千円

減価償却費 136,591千円

ポイント引当金繰入額 1,851千円

退職給付費用 9,595千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給料 770,965千円

賃借料 549,701千円

賞与引当金繰入額 159,212千円

水道光熱費 179,743千円

減価償却費 140,956千円

ポイント引当金繰入額 2,828千円

退職給付費用 10,915千円

 
　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年８月31日現在）

　

現金及び預金 1,546,040千円

預入期間が３か月超の
定期預金

△4,500千円

現金及び現金同等物 1,541,540千円

　

　

現金及び預金 1,636,038千円

預入期間が３か月超の
定期預金

△4,500千円

現金及び現金同等物 1,631,538千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３

月１日　至　平成22年８月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 30,012

　

２．自己株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 1,478

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月26日
定時株主総会

普通株式 94,162 3,300平成22年２月28日平成22年５月27日利益剰余金

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会

計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成21年

３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

８月31日）において、当社グループは、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業

を専ら営んでおり、単一セグメントであるため、事業の種類別セグメントは記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会

計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成21年

３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

８月31日）において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項は

ありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会

計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成21年

３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

８月31日）において、海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）

当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年８月31日)

前連結会計年度末

(平成22年２月28日)

　

１株当たり純資産額 216,627円81銭

　

　

１株当たり純資産額 208,567円08銭

　
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結会計期間末

(平成22年８月31日)

前連結会計年度末

(平成22年２月28日)

純資産の部の合計額（千円） 6,181,258 5,951,253

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会計年度
末）の純資産額（千円）

6,181,258 5,951,253

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連結会
計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数（株）

28,534 28,534

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 8,589円91銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 11,362円69銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年３月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 245,104 324,223

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 245,104 324,223

　普通株式の期中平均株式数（株） 28,534 28,534
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

 

１株当たり四半期純利益金額 3,949円46銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 8,150円28銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年６月１日

　至　平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 112,694 232,560

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 112,694 232,560

　普通株式の期中平均株式数（株） 28,534 28,534

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

リース取引開始日が平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について引き

続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間

末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお

りません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年10月６日

株式会社 薬 王 堂

取 締 役 会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  谷　藤　雅　俊　    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  髙　原　　透　　    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社薬王堂の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

21年６月１日から平成21年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社薬王堂及び連結子会社の平成21年８

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月５日

株式会社　薬 王 堂

取 締 役 会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  谷　藤　雅　俊　    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  髙　原　　透　　    印

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社薬王堂の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社薬王堂及び連結子会社の平成22年８

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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